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White Paper No.9 

4 象限高速バイポーラ電源をお使いになる前に 

1 はじめに 

4 象限高速バイポーラ電源とその周辺機器（信号発生器・ＤＵＴ・配線等）を設置し、電源を入れて運

転を始める前に以下の動作説明を必ず読んでください。さらに、適切な訓練を受けた資格のある担当者

が、アンプの設定と被測定物（DUT）を使用した試運転を実施しておく必要があります。 

4 象限高速バイポーラ電源のモニタ出力を使用して、DUT の電圧と電流を常にモニタし、不要な RF

発振やその他の不安定性（大規模なオーバーシュートなど）を早期に検出する必要があります。 

2 安全上の注意 

4 象限高速バイポーラ電源の使用中、メンテナンス中、修理中において、以下の安全上の注意事項を厳

守する必要があります。これらの指示に従わないと、この装置の使用目的の範囲内おける安全基準に違

反することになります。これらの指示および警告に従わなかった結果として生じた事項については、一

切の責任を負いません。 

装置を接続する前に： 

 機器で指定されている主電源電圧が、お住まいの地域の主電源電圧に対応しているかどうかを確

認してください。 

機器を接地： 

 4 象限高速バイポーラ電源は保護接地クラス 1 です。感電の危険性を避けるため、筐体を接地

し、常に同梱の 3 ワイヤの電源ケーブルと保護接地コネクタをご使用ください。 

筐体を開けない： 

 操作者が筐体を開けたりしないようにしてください。メンテナンスや修理作業は、有資格者以外

絶対に行わないようにしてください。 

機器のクリーニング： 

 機器を固く絞った柔らかい布で拭いてください。化学洗浄剤や溶剤は使用しないでください。 

3 出力を接続 

4 象限高速バイポーラ電源の出力を他のアンプ、外部電源、信号源、もしくは不適切なアクティブ負荷

に接続しないでください。これらのアクティブな負荷は原則として負荷から除外されているわけではあ

りませんが、相応の安全上の注意が必要です。 

ご利用の目的を達成するため、弊社テクニカルサポートにお気軽にご相談ください。誘導性負荷の場合

には、アンプの電源をオフにする際、アンプの出力段に高電圧が発生し、4 象限高速バイポーラ電源が

破損する可能性があります。 

 アンプの出力段に、過電圧に対する保護回路はありません。 

適切な安全対策を講じてください 

 アンプの出力にシグナルグランドや保護接地を繋がないでください。 
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4 並列接続（電圧アンプ） 

4 象限高速バイポーラ電源を並列に接続すると、出力電流を増加させることができます。安全な動作を

させるため必ず以下の事項を遵守してください： 

 必ず同じ製品をご使用ください。 

 安定した信号処理のため、配線方法とケーブルの仕様に注意してください。 

 安定した電源をご使用ください。 

 出力端子の誤接触に注意してください。生命の危険にかかわる電圧が発生する場合があります。 

“電流アンプ”動作に関しては、弊社テクニカルサポートにご相談ください。 

 アンプの並列接続と外部アクティブ負荷またはソースと接続しないでください。 

5 直列接続（電圧アンプ） 

4 象限高速バイポーラ電源を直列に接続すると、出力電圧を増加させることができます。安全な動作を

させるため必ず以下の事項を遵守してください： 

 必ず同じ製品をご使用ください。 

 安定した信号処理のため、配線方法とケーブルの仕様に注意してください。 

 安定した電源をご使用ください。 

 出力端子の誤接触に注意してください。生命の危険にかかわる電圧が発生する場合があります。 

6 DC 電源と 4 象限高速バイポーラ電源の直列接続 

DC 源と 4 象限高速バイポーラ電源を直列に接続する場合、多くの場合、伝送特性（スルーレートなど）

と動作電圧が異なるシステムが使用されます。機器間の安全な接続性が常に保証されているわけではあ

りません。 

エラーが発生した場合（例えば、出力がハイインピーダンスになるなど、パワーアンプのトリガーによ

る過電流保護が働いた場合）、アンプの出力の電圧が供給電圧を超える事象を（恒久的に）引き起こし

ます。DC 電源をオフしなかった場合： 

 パワーアンプが破損しますので絶対にやめてください。 

取扱説明書に保護回路と操作方法の詳細な説明が記載されています。 
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